
前
回
の
集
落
カ
ル
テ
の
調
査
か

ら
、
約
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

集
落
カ
ル
テ
は
、
記
述
式
の
調
査

表
で
す
。
そ
の
集
落
の
課
題
や
問

題
、
居
住
人
口
、
高
齢
者
世
帯
、

一
人
暮
ら
し
世
帯
、
空
き
家
の
状

況
等
を
詳
し
く
把
握
し
て
、
自
治

会
と
情
報
共
有
す
る
た
め
に
行
っ

て
い
ま
す
。

最
新
の
集
落
情
報
収
集
の
た
め

に
、
各
自
治
会
に
行
政
委
員
自
治

会
長
会
議
の
際
ご
依
頼
を
し
、
集

落
情
報
の
更
新
を
し
て
い
ま
す
。

５
月
14
日
が
、
集
落
カ
ル
テ
提
出

の
締
め
切
り
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
月
24
日
現
在
未
提
出
の
自
治
会

が
あ
り
ま
す
の
で
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
と
ま
り
次
第
、
各
地
区
ご
と

の
傾
向
を
分
析
し
、
か
わ
ら
版
い

わ
し
ろ
で
報
告
し
ま
す
。

参
加
者
募
集
の
ご
案
内

足
腰
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
教
室

日
常
生
活
の
中
で
、
簡
単
な
体

操
や
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
で

し
ょ
う
か
。
加
齢
と
と
も
に
、
筋

力
が
衰
え
て
い
く
の
を
実
感
し
て

い
る
方
も
少
な
く
は
無
い
と
思
い

ま
す
。

高
齢
福
祉
課
包
括
ケ
ア
推
進
係

で
は
、
動
き
づ
ら
く
な
っ
た
筋
肉

を
ゆ
っ
く
り
ほ
ぐ
し
少
し
ず
つ
動

く
筋
肉
へ
と
戻
す
体
操
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。
体
操
が
苦
手
な

方
で
も
、
椅
子
に
座
り
な
が
ら
行

う
簡
単
な
体
操
で
す
。
家
族
や
友

人
、
知
人
と
一
緒
に
、
体
を
動
か

し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
に
楽

し
く
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ

る
よ
う
、
ぜ
ひ
、
足
腰
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
教
室
に
通
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。８

月
か
ら
全
12
回
の
日
程
で
、

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
15
分
か
ら

午
後
３
時
15
分
ま
で
、
岩
代
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

無
料
の
送
迎
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み

の
際
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

▽
対
象
者

65
歳
以
上
の
方
。

▽
参
加
費

無
料

▽
定
員

２
０
名
（
先
着
順
）

▽
申
し
込
み
期
限

７
月
22
日
（
月
）

▽
申
し
込
み
先

高
齢
福
祉
課

包
括
ケ
ア
推
進
係

（
２
３
）
３
６
０
０

※

電
話
番
号
の
お
掛
け
間
違
い
に
、

ご
注
意
下
さ
い
。
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集
落
カ
ル
テ

更
新
作
業
実
施
中



サ
ロ
ン
は
、
地
域
の
中
で
人
と

人
を
結
ぶ
交
流
の
場
で
す
。
地
域

の
中
で
ご
近
所
さ
ん
同
士
の
「
仲

間
づ
く
り
」
、
「
出
会
い
づ
く

り
」
の
場
を
進
め
る
活
動
で
す
。

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
子
育
て

中
の
親
子
、
障
が
い
の
あ
る
方
、

多
世
代
で
の
交
流
な
ど
、
身
近
な

地
域
で
「
気
軽
に
、
無
理
な
く
、

楽
し
く
」
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き

サ
ロ
ン
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
交
流
場
所

ご
近
所
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま

れ
る
場
所
（
集
会
所
な
ど
）

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
に
と
っ
て
参
加
し
や

す
く
、
楽
し
め
る
も
の
。

▼
参
加
人
数

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
５
、

６
人
で
も
楽
し
め
る
の
が
サ
ロ

ン
で
す
。

▼
回
数概

ね
月
１
回
以
上
定
期
的
に

開
催
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

▼
費
用お

茶
、
お
菓
子
や
会
食
会
の

費
用
は
実
費
ま
た
は
持
ち
寄
り
。

・
サ
ロ
ン
は
費
用
を
か
け
ず
に

楽
し
む
こ
と
が
基
本
で
す
。

・
長
続
き
す
る
に
は
、
費
用
を

か
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

出
入
り
は
自
由
で
、
参
加
者

が
仲
間
を
連
れ
て
き
た
り
、
気

の
向
か
な
い
日
は
休
ん
だ
り
、

や
め
る
の
も
本
人
の
自
由
で
す
。

▼
助
成
金

サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
１
千
円

×

12
月
。

サ
ロ
ン
開
設
時
に
１
万
円
の

助
成
。

い
ず
れ
も
地
区
社
協
か
ら
の

助
成
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

二
本
松
市
社
会
福
祉
協
議
会

岩
代
支
所
（
６
５
）
２
０
０
３

地
域
の
話
題

春
の
山
野
草
展

５
月
18
日
（
土
）
と
19
日
（
日
）

の
二
日
間
、
午
前
９
時
か
ら
旭
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
春
の
山
野
草

展
が
岩
代
山
野
草
会
主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岩
代
山
野
草
会
（
二
本
松
市
）

と
福
島
市
、
本
宮
市
の
会
員
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

や
ト
ウ
ゲ
ブ
キ
等
の
山
野
草
の
鉢

植
え
が
約
４
０
０
点
展
示
さ
れ
、

来
場
者
は
お
気
に
入
り
鉢
の
前
に

立
ち
止
ま
り
、
観
賞
、
歓
談
し
て

い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
山
野
草
に
対
す
る

愛
情
と
手
入
れ
管
理
に
費
や
さ
れ

た
時
間
の
賜
物
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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ふれあい・いきいきサロンにはこんな効果が

仲間づくり

いろんな人との出
会い、話し合い、
相談し合ったりす
ることで、仲間づ
くりの場となりま
す。

孤立・閉じこ
もり防止

サロンが近くある
ので気軽に出かけ
られます。
いろいろな人と触
れ合うことができ
ます。

生きがい・社
会参加

参加者一人ひと
りが主役で、自
分の特技や趣味
が生かされ、意
欲が高まります。

地域の多くの方た
ちが関わる機会が
増え、地域で支え
合う機運が生まれ
る。

地域の福祉力
の向上

多世代交流の
拠点

地域交流の拠点になり、
人と人とのつながりを
つくっていきます。子
供から高齢者まで世代
を超えて触れ合う場に
なります。


